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設立後10年を経過した本会

社会の要請に視点を合わせた活動を
東北大学東北アジア研究センターセンター長教授

栗北アジア学術交流懇話会理事長 仕E弱§ 洞じ之

2009年4月より 2年間の任期で東北アジア研究セ

ンター長を拝命いたしました。東北アジア学術委交

流懇話会理事長としても、これからの懇話会活動の

あるべき姿を考えていきたいと思っています。

東北アジア学術委交流懇話会は設立後 10年の歳月

が経過しており、発足当時と同じ視点での活動には

変革が求めら れています。旧ソビエト時代の科学技

術を東北大学を始めとする我が国の研究機関や企業

ヘ紹介し、共同研究により発展させることが本懇話

会が当初掲げた活動の一つの重要な柱でした。私自

身、専門の電波工学、それを利用した地下計測技術や

リモートセンシング技術を通じて、多くのロシア人研

究者との交流をもってきました。

10年前に比べると、東北アジア研究センターに限

らず東北大学の各部局では多くのロシアとの共同研

究が見られ、また新しい研究情報もインターネット

を通じて格段にスムースに入手できるようになって

います。こうした現在進行中の少なくとも工学系の

研究活動を通じた研究者からの視点では、ロシアが

他の国々に比べて非常に特殊な状況ではなくなりつ

つあると惑じています。

東北アジア研究センターが連絡事務所を開設し、

現在共同ラボを運営しているノボシビルスクの研究

都市アカデムゴロドクと本センターを衛星回線でつ

なぐ試みも 10年前はシベリアと仙台の間のインター

ネッ ト通信速度が遅いという問題を解決する手段と

しての意義がありま したが、現在ではそうした必然

性も失われています。

日本では固定電話に置き換わる形で携帯電話が普

及してきましたが、従来固定電話が各家庭まで十分

行き渡っていなかった国々では固定電話を経ずに急

激な勢いで携帯電話が利用されるようになりました。

テレビなどによる情報が十分得られなかった地域で

はインターネットの普及がこれを補うように発展し

てきました。10年前外国出張中は連絡が取れなくな

ると諦めていましたが、現在なら携帯電話でも E-メー

ルでも国内にいるのと全く変わりがなく なってきてい

ます。東北アジア地域を訪れるとき、日本も昔はこ

うだったなというような素朴な風景を目にすること

がありますが、その後の変化、広い意味での開発は

日本がかつて辿ってきた道とは全く異なる形で行わ

れることも当然であり、日本の過去の経験がそのま

ま役立つわけではありません。このようにそれぞれ

が歴史的、地誌的に異なるバックグラウンドを持つ

東北アジアの地域と我々がどのような形で繋がりを

持ち得るかという点が本学術委交流懇話会の存在意

義であり、 これ自身は揺らぎのない道筋だと考えて

います。

現代社会が何を要求するかという視点をもちつつ、

センター活動も懇話会と共に新しい潮流を引き起こ

したいと考えています。
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東北アジアニューズレター 第 40号

「旧ソ連圏アジア地城の学術・教育におけるアイデンテイティー再構築に関する研究」第 3回研究会

「歴史の再定義 2一旧ソ連圏諸国における歴史認識と学術 ・教育」

この研究会は、文部科学省科学研究費補助金基盤

研究 (B) 「旧ソ 連圏アジア諸国 ・地方における歴史

的伝統の再定義と学術・教育動向に関する 研究」に

よって実施さ れている 共同研究の第3回目の研究会と

して開催されたものである 。

本研究は、 旧 ソ連圏に属するアジア諸国、すなわ

ちモンゴル、ウズベキスタン、アゼルバイジャン、

グルジア、ロシア連邦サハ共和国などを対象として、

体制崩壊後 におけ る国家統合のアイデンティティー

がいかなる形で再構築されているのかを解明しよう

とするものである 。 これら諸国の内、モンゴルは旧

体制下において既に独立国家としてソ連の衛星国で

あり、ウズベキスタン、アゼルバイジャン、グルジ

アなどはソ連邦構成共和国から新たに独立した国々

である 。 さらにサハ共和国は主権宣言を行いながら

ロシア連邦にとどま ったシベ リアの国家である 。 こ

れら諸国の旧体制下での地位は異なるものの、いず

れも 共通の課題を抱えている 。そもそも社会主義体

制は 、独自の 唯物史観に基づく歴史認識に よって自

己の存在を正当化していたのであり、その体制崩壊

は、これらの国々にと って国家としての存在意義自

体の消滅を意味した 。それゆえ新体制の構築は、民

族と国家の歴史的アイデンティティーを構築しなお

す作業を 必然的に要求 したのである 。かかる作業 は

単に歴史研究のみならず、学術・教育の全般に及ぶ

ものであり、その動向を見定めることは、旧ソ連圏

諸国と東北 アジアの今後を展望する上で大きな意義

がある 。

かかる問題意識から、本共同研究では研究分担者

がそれぞれのフィールドにおいて研究を進める 一方

で、現地研究者と連携しつつ、現場の最新の動向を

共有することを目指した 。昨年度はウズベキス タン

国立文化大学の E．アフンドジャノフ氏とモンゴル科

講演する Sh．ファルザリ エフ氏

平成21年2月21日開催 岡洋樹

学アカデミ ー歴史研究所の B．プンサルドラム氏を招

聘して講演を受けたが、本年度はシャヒン・フ ァル

ザリエ フ氏（アゼルバイジャン科学アカデミー歴史

研究所翻訳 セン ター長、兼バクー国立大学教授）と

ヴァジャ ・キ クナヅェ氏（グルジア・ Iv.ジャヴァヒ

シュヴィ リ歴史学・民族学研究所長、兼 トビリ シ国

立大学教授）を招聘し、講演を聴いた 。 ファルザリ

エフ氏は、「20世紀におけるアゼルバイジャンの国家

史記述 — 歴史の経験と現状」と題 し、同国におけ

る20世紀初頭から 1990年までの歴史研究・叙述の変

遷を新たな時期区分に基づいて概観した。ヴァジャ・

キクナヅェ氏は「20世紀初頭におけるロシア宗務院の

教会政策とグルジア社会」と題してグル ジアのキ リ

ス ト教会に 対す るロシアの支配を歴史的に振り返り

つつ、その同化政策的側面に批判的な評価を行った。

研究代表者岡洋樹（東北 アジア研究 センター教授）

は、 「モンゴル国の歴史叙述におけるボグド・ハーン

制モ ンゴル国の位置づけについて」と題して 1911年

に清朝からの独立を 宣言 したボグド・ハーン政権に

関する社会主義期から現在に至る公式の歴史叙述の

変遷を追跡した 。北川 誠一氏（大学院国際文化研究

科教授）は「アルメニア共和国のロシア語事情」 と

題して、同国におけるロシア語教育と使用の状況を

紹介。黒田卓氏（同教授）は「イラン社会主義ソヴィ

エト共和国（ギーラーン共和国）におけるコムニスト

政変：アゼルバイジャン共産党（ボ）機関紙「コム

ニスト 」記事をめぐって」と題して 1918-1920年に

存在した同国の歴史を論じつつ、近年の歴史叙述に

おいて共産主義の極左主義を断罪する傾向があるこ

とを指摘した。高倉浩樹氏（東北アジア研究センター

准教授）は「サハ美術史に関する予備的考察：イメー

ジのなかの過去」と題して、社会主義期サハの芸術、

特に絵画表現の特徴について論じた。

講演する v．キクナヅェ氏
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東北アジアニューズレター 第 40号

「北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究」第 5回研究会

岡洋樹

．
 

本共同研究は、東北アジアにおける近代の歴史過程の

基盤となった清朝 （大清国）に よる帝国統治の特質と、

それが生み出した政治・社会構造の解体・変容過程を、

その外藩部分（モンゴル・チベット・新弧）において解

明しようとするものである。これまでの研究会では、メ

ンバーの報告とともに、外部の研究者を招聘して講演を

受けてきた。本年1月24日に東北アジア研究センター大

会議室で開催された第5回目の研究会では、早稲田大学

教育・総合科学学術院教授石濱裕美子氏をお迎えし、

「チベッ ト仏教世界の歴史的展開」と題する講演をいた

だいた。チベッ ト仏教は清朝の外藩統治において統治理

念としての役割を果たし、現在もなおチベッ トのみなら

ず、モンゴルやロシア連邦のブリヤート共和国、カル

ムィク共和国などで国教的な地位を有している 。氏の

講演では、歴史上チベッ ト仏教が内陸アジアや東アジア

の諸国家の支配者を施主として大きな影響力を持ったこ

とや、現代においてもなおアジアやヨーロッパに多くの

支持者を維持 していることなど、 清代にと どまらないチ

ベット仏教世界の存在とその意義が論じられた。たしか

にチベット仏教は、ダライ・ラマの世界的な活動や中国

のチベット問題にも見られるように優れて現代的な意義

をもっており、その歴史的役割を正確に把握することは、

東北アジア研究においても不可欠の課題であると思われ

た。また共同研究のメンバーからは、以下の四報告が行

われた。中村篤志氏（山形大学人文学部講師）「清代モ

ンゴル史研究の現状とソムをめぐる諸問題」は、 中国で

の史料調査に基づいて清代のモンゴルに編成されたソム

（佐領）の役割について論じた。田淵陽子氏（東北アジ

ア研究センター専門研究員）「『満洲国』期の対モンゴル

人教育機関に関する回想録について」は、最近中国から

刊行されている回想録や氏自身による聞き取りに甚づ

き、満洲国が興安省で実施した教育事業について論じる。

佐藤憲行氏（同専門研究員）「19世紀後期のダムノール

チン地区拡大とロシア商人」は文書史料に甚づき、清末

のイヘ・フレー（現ウラーンバートル）におけるロシア

商人の活動と漢人商人との関係について論じたもの。岡

洋樹（同教授）「人

民革命期モンゴルに

おける 地方行政統 窃穿品ね笞臼観治とその遺塵1こ聞する研究

治」は最近岡が進め
I ●9.,碩費会

ている人民革命初期

の地方行政改革に関

する研究に基づき、

これを帝国統治の解

体過程に位置づけよ

うとするものであ

る。
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北アジア戦略データベース構築研究ユニット講演会

工藤純一

本センター客員教授 赤池伸一氏（文部科学省科

学技術・学術政策局国際交流官）による講演会、演

題「科学技術外交と国際科学技術協力」が平成 21年

1月30日にセン ター大会議室で開催された。これは、

プロジェクト研究北アジア戦略データベース構築研

究ユニットの一部として行われた。講演は、我が国

の科学技術を巡る現状、科学技術碁本計画、科学技

術外交、東北アジア地域との科学技術協力の枠組み、

の4つの内容から成り、ご専門の立場から科学技術外

交を通 した日 本の立場について図表を用いながら分

かり易く説明された。特に、ロシアとの協力につい

ては既存の政府間協力が希薄な地域であるため本学

との科学学術の協力体制について期待を述べられた。
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東北アジアニューズレター 第 40号

シ ンポジウム報告

ノマド化する宗教、浮遊する共同性一現代束北アジアにおける
「救い」の位相

2009年2月28日（土）、東北大学百周年記念会館萩ホー

ル会議室において、シンポジウム「ノマド化する宗教

浮遊する共同性ー現代東北ア ジアにおける「救い」の位

相ー」が開催さ れた。本シンポジウムは、センターの個

人研究や共同研究をもとにアカデミー・コミュニティに

対する研究発信および学術交流の促進を目指したもので

あり、 2002年の第 1回から数えて8回目となる。

今回は、冷戦終結後の東北アジア地域における政治 ・

経済・社会的状況の変化について、信仰実践と共同性と

の関わりに注目しながら発表、議論を行った。特に、既

存の宗教の激しい変容、衰退あるいは再生、あるいは新

たな宗教の生成や外国宗教の浸透という複雑な現象が、

グローバル化の急速な進展に伴う東北アジア社会の流動

化の様態をどの ように映し出しているかがテーマとなっ

た。

基調講演では、鈴木岩弓（東北大学）が、 1937年のス

ターリンの命令下、ウズベキスタンヘ強制移住をさせら

れた朝鮮族（高麗人）の墓と、モンゴル各地の墓の事例

を手掛かりにして、墓を通じて見えてくる民族・国家・

宗教の力学について考察した。特に、強制移住という受

動的状況下で変化してきた墓をめぐる民俗の動態は、「移

動」をめぐるグローバルとローカルという単純な二分法

によるグローバル化論の問題点を浮き彫りにした。

研究発表は、韓国とモンゴルの二つのセッションによっ

て行われた。韓国セッションでは、秀村研二（明星大学）

が韓国のキリスト教の近年の動向を、特に国外宣教に注

目しながら紹介し、その傾向の根底にキリスト教と結び

ついた韓国独特の選民的歴史意識の存在を提示した。さ

らに、渕上恭子（元南山大学）は、韓国に日本の習俗で

ある水子供養が受け入れられている実態を紹介したが、

その背景には儒教的「男児選好思想」による妊娠中絶の

増加があり、それを解決しようとする動機の根底にも、

中絶された胎児の祟り封じを手掛けつつ中絶の罪障を滅

罪してくれるという、韓国独特の儒教的仏教における 「救

い」の特徴を明らかにした。

モンゴルセッションでは、島村一平（滋賀県立大学）

がソビエト成立期にロシアからモンゴルヘの移住を余儀

なくされたアガ・ブリヤートの人々を対象に、社会主義

崩壊後、彼らのあいだに激しく復興しているシャーマニ

ズムについて紹介した。特に、移住と苦難の歴史によっ

て彼らのアイデンティティが極めて不確かな状況にある

中で、彼らの系譜と起源をめぐる認識の「ずれ」がシャー

マニズムの組織化を促しているという逆説的な力学を分

析した。また、滝澤克彦（東北大学）は、社会主義崩壊

後のモンゴルに急速に広まってきたキリスト教を取り上

げ、彼らが「モンゴル的」なキリスト教を追究しようと

する動きのなかで、さまざまな多様性が生み出されてい

ることを示 し、 そのような多様性を結びつける要素とし

て「救い」の共同性が重要な働きをもっていることを指

摘した。

以上の研究発表に対して、 渡邊日日（東京大学）、 何燕

生（郡山女子短大）がそれぞれロシア研究、 中国研究の

立場から コメントし、さらに発表者全員によって総合討

論が行われた。その結果、東北アジアの各地域で、既存

の宗教と新たな信仰実践を巻き込みつつ「ノマド化する

宗教」が、グローバル化の進展を前提としつつも、ロー

カルとグローバルの二分法には単純に還元することがで

きないような「浮遊する共同性」を生み出していること

が確認され、その問題を軸にすえることが現代東北アジ

ア地域の社会状況を論じるうえで極めて重要かつ有効で

あることが確認された。

シンポジウムは盛況に終わり、参加者も 70名ほどとなっ

た。また懇親会が、生協文系店「喫茶）レポー」で行われ、

こちらも 30名近い参加者を得た。さらに、居酒屋「樽」

で行われた二次会でもシンボジウムの主題をめぐる議論

は尽きなかった。なお、今回は旅費助成を行い、その結

果、広島大学 ・東京大学・北海道大学・総合研究大学院

大学（大阪）から 4人の応募があり、全員に対して助成

が行われた。

基調講演を行う鈴木岩弓氏

総合討論のバネリスト達
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【プログラム］

総合司会岡洋樹

開会の挨拶 東北アジア研究センター長・瀬川昌久

趣旨説明滝澤克彦

基調講演： 「墓からみる民族・国家・宗教の力学」

鈴木岩弓

韓国セッション：

・「グローバル化と韓国のキリスト教」 秀村研二

・「韓国仏教の「水子供養」一 日系宗教の信仰実践にみる

「救い」の位相」 渕上恭子

モンゴルセッション：

「国境を越えるシ ャーマニズムーモ ンゴル、ロシアに居住す

るアガ・ブリヤートのシャーマンたちの活動から」

島村一平

東北アジアニューズ レター 第 40号

・ 「モンゴルにおけるキリスト教の越境と 「救い」の共同性」

滝澤克彦

コメント：

司会高倉浩樹

・「ロシア研究の視座から」 渡邊日日

・「中国研究の視座から」 何燕生

総合討論

閉会の挨拶岡洋樹

（滝澤克彦・東北大学文学研究科助教／東北アジア研究セ

ンター兼務教員）

● 旧、ソ連を中心とするポスト社会主義世界におけるマイノリティ ・
ヒジネスの展開と私的所有観生成についての学際的研究第6回研究会

2月19日には以下の二つの研究発表が行われた。研

究会メンバー以外にも関係する大学院生が多数参加し、

活発な討論が行われた。

(1) ）レーマニアのゴスポダリエー土地資源の経営と相

続における変容と持続（杉本 敦 ：東北大学文学

研究科博士院生）

カルパチア 山麓に位置する MJ村では、農業集

団化が見送られ、ヒッジの移牧を 「伝統的J生業

として保持してきた。社会主義時代、どの村人も

賃金労働に加え、家畜を飼うことで配給では得ら

れない食肉を確保していたのである 。 しかし現在、

家畜飼育はその意義を失いつつある 。都市郊外の

スーパーマーケッ トで何でも購入でき、家畜飼育

は重労働で見返りの少ないものとして敬遠される

ようになっているのだ 。土地を売却する者、観光

業の資源にする者も多い。土地の意義が大きく変

化し、 「伝統的」牧畜業への価値付け 自体 も変化し

ている 。

(2) マイノリティ・ビジネスとしての刺繍ーウズベキ

スタンのカシュタ事業を事例に（今堀恵美：神奈

川県立平塚看護専門学校）

本発表では、ソ連崩壊後に商品化 されたウズベ

キスタンのカシュタ（手繍い刺繍）の事例を取り

上げた。まず事業化の過程で村落部在住の女性学

校教師が起業家として活躍し、経済的成功を収め

た事例を紹介した。次に各民族誌で報告されてい

る刺繍の商品化過程との比較から、開発支援団体

主導による最貧層をターゲットにした商品化では
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既存社会に存在する豊かな資源性をも った仲介者

を排除しかねない点に注意を喚起した 。代わ って

起業のノウハウや労使間の平等な契約締結に向け

た助力や監視を提供するマイノリティ・ビジネス

型支援がもつ可能性を示唆 した。

（杉本敦・今掘恵美）

羊飼いに連れられて谷に戻ってきた ヒッジ（杉本）

MJ村の風景 古い家屋と近代的なペンシ ョンが混在する （杉本）
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• 東北アジア研究センター研究報告会 ・ ¥2
 2009年3月27日9時～ 17時30分に、東北アジア研究セ

ンター 4階大会議室において 2008年度の東北ア ジア研究

センター研究報告会が開催され、プロジェク ト研究7件、

共同研究10件の2008年度の研究成果について報告がなさ

れた。それぞれの研究課題名（代表者）は、下記の通り

である。（鹿野秀一）

【プロジェクト研究】

•北アジア戦略データベース構築研究ユニット

（工藤純一）

・東アジア出版文化国際研究拠点の形成研究ユニット

（磯部彰）

・歴史資料保全のための地域連携研究ユニット

（平川 新）

・東北アジア民族文字・言語情報処理研究ユニット

（栗林均）

•前近代における日露交流史料研究ユニッ ト （寺山恭輔）

・リモー トセンシ ング研究ユニッ ト （佐藤源之）

・東アジアにおける移民の比較研究ユニ ット （瀬川昌久）

【共同研究】

・数理地理モデルに よる東北アジア地域の土地利用形態

の比較分析 （奥村誠）

・中国の民族理論とその政策的実践の文化人類学的検証

（瀬川昌久）

・旧 ソ連を 中心と するポス ト社会主義世界におけるマイ

ノリティ・ビジネスの展開と私的所有観生成について

の学際的研究 （高倉浩樹）

•西シベ リ ア塩性湖チャニー湖における高次消費者を中

心とした生態系解析 （鹿野秀一）

・旧ソ連圏アジア地域の学術・教育におけるアイデンティ

ティ再構築に関する研究 （岡 洋樹）

・ニ十世紀の東北アジアをめぐる中国、ロシア史の課題

と展望 （寺山恭輔）

• 北アジアにおける帝国統治とその遺産に関する研究

（岡 洋樹）

・白頭山の火山危機に関する日中韓 3ヶ国共同研究

（谷口宏充）

・シベ リアに見られる人類生態と社会技術の相互作用

（高倉浩樹）

・湖沼沿岸生態系食物網の解析的研究 （菊地永祐）

••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 

（

（
 

• 人物紹介 ・

客員研究支援者・斎藤秀一さん
ヽ

J

）
 

東北アジア研究セ ンターが推進する地域研究は、 一義的

には学問的探求ですが、同時に研究成果の社会還元、つま

り市民社会や産業界と地域研究の成果を共有することも重

要な課題です。客員研究支援者とは、そうした地域研究の

高度化・ 活性化を支援する人々です。

斎藤さんの本職は職業写真家で、 2008年4月から「人類

学フィールド調査におけるデジタル映像資料作成とその応

用に関わる研究教育方法の開発」に従事してもら っていま

す。この課題を通して、受入教員の高倉の専門である人類

学 ・シベリア民族誌研究の発展を目指しています。

斎藤さんは写真家 ・映像作家として多くの活動をしてき

ました。1980年代に は商業雑誌

「季刊銀花」（文化出版局）のカ

メラマンで した。知る人ぞ知る

この雑誌は「暮らしのなかの美」

を求めることであり、人類学や

民俗学の問題関心と共通する側

面をもっています。1984年には

坂本龍一の「コスモポリス」で

のビデオ撮影、 90年代に仙台に

拠点を移してからは宮城県や東北電力の広報、岩手県遠野

市市制50周年記念誌「遠野風誌」の制作などに携わって
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きました。

センターにおいては、現在までに二度ほど斎藤さんを講

師とするデジタル写真講座を開催 しました。 カメラ原理や

デジタル技術についての講義と、撮影や画像処理の演習の

組み合わせです。また前号のニューズレターで紹介した写

真と民具の展示企画「トナカイ！トナカイ！！ トナカイ！！！」で

は、さまざまな技術指導・実践支援をしていただきました。

斎藤さんとの共同を通して、大学外にいる高度な専門的知

識をもつ職業人の方と連携しながらの実践のおもしろさと

可能性を実感しています。2010年3月までの残り一年間、

また新たな形で、斎藤さんとのコラボを進めていくつもり

です。 （高倉浩樹）

シベリr便り
今年に入り、 北方四島に支援物資を配達する目的で

“ビザなし交流”を使って上陸しようとした日本外務省の

職員が、ロシア側から出入国カードの提出を求められたの

で上陸を断念した、と言うニュースが流れ“ビザなし交流

の危機’'が懸念されました。

私の周りのロシア人は、概して若い世代が北方領土をロ

シアのものだと断固主張しますが、これは学校教育による

影響だろうと思います。一方、年配の人になってくると冗

談交じりではありますが、ロシアで十分なケアが出来ない

のであれば、住民のためにも北方領土は日本に渡してしま

えと言う人もいましたし、両国の共同領域にしてしまえと

言う意見も聞こえます。経済学者であり、エ リツィン時代

に首相を務めたエヴゲーニ・プリマコフ氏がかつて、これ

らの領土を日露イノベーションゾーンのような形で共同開

発するという意見を打ち上げたことは有名らしく、支持者

も少なくないようです。どの程度まで真剣に語られたのか

は定かではありませんが、冗談だったとしても政治家とい

う、しかも常に注目される立場の人間がそのような発言を

し、しかもそれが国民に支持されたということには驚いた

ものでした。

2月17日、中露両国は北京において対中石油輸出に関し、

20年間の長期契約で合意したそうです。その翌日の 18日

には麻生首相がサハリン 2の液化天然ガス工場の稼働記念

東北アジアニューズレター 第 40号

＝吝．

デジタル写真と人類学
•Oツm

主

式典出席と言うことでサハ リンを訪れました。報道による

と日露首脳会談の席では北方領土問題について、「新たな

独創的で型にはまらないアプローチによって解決を図るこ

と」で一致したようですが、詳細については言及されませ

んでした。この結果を受けて 日本国内では色々な声も聞こ

えますが、 5月に決まったプーチン首相の来 日時には何ら

かの動きがあるのでしょうか。

普段の生活ではあまり意識することはありませんが、領

土問題からエネルギーから、 何かしら我々の生活に深く関

わっているロシア。新学期になったからといって、ここで

は席替えやクラス替えはありません。隣に座った彼らとは

できるだけ友好的に、相互利益的な関係を築いて楽しくやっ

ていくことが得策と考えます。

（徳田由佳子）

まだまだ人懐っこい笑顔でカメ ラに群がってくる。将来は海軍歩兵？
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……………．．会貴の広環
今回は事務局からのお知らせです。
．．．．． ．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．．． ．．．．．．．．．．．． 

『シベリア通信』から、 地域拡充バージョン 『東北アジア通信』

束北アジア学術交流懇話会

ヘ

本会はこれまで、発足時 ('99年4月）に示され
た‘‘設立趣旨”(「ロシア•中国·モンゴル•中央アジ
ア•朝鮮地域を対象とするが、‘‘当分の間はシベリ
アのアカデミータウンに開設の＇シベリア連絡事務
所を拠点とした活動を行う・・ ”」）の“当分の
間・ ．．’'に沿っての活動を主体に展開して来ました。

例 え ば主要な会員サ ービスのひとつとして、
東北アジア研究センター駐在員による現地ホッ
トニュース 『シベリア通信』 （創刊：＇ 00年 3月）
を昨年 3月 (96号）まで毎月発行し、近くて遠
い隣国ロシアの、日常の珍しい出来事やダイナ
ミックに変わっていく市場経済の様子を紹介す
るなどして、 一昨年実施のアンケー l、結果（下
部＜参考＞）にも見られる様に会員諸氏から高い
評価＊］）を得ておりました。

しかしながら、ロシア国内法が変わり ＇シベ リア
連絡事務所＇への常駐が出来なくなり（「うしとら」
3 6号 1頁）、昨年 4月以降 『シベリア通信』の継
続発行が困難となって残念ながら中断状態が続い
ております。

一方、本会発足後 10年を経た現在、ロシア（石
油価格の高騰に助けられ強大国家へとの復権の動
き活発）のみならず中国（米国・日本に次いで世界
第 3 位の経済大国となり政治•経済•外交の面で世
界に大きく影響）等も予想を遥かに超える速度で
変貌し、ますます国民の注目度が高まっておりま
す。特に食の安全、物価、工業所有権など中国関
係の情報も是非との会員のご意見＊2)もいただいて
おります。

このような背景の下、 過日本会役員理事を中心
に企画WGが結成され鋭意検討の結果、本会活動
は前記趣旨の“当分の間”を脱し “新局面”に対
処すべき時期にあると解し、平成 21年度からの
「シベ リア通信」を、東北ア ジア研究セン ター職員
の長期出張時の見聞とか各種ネッ トワークの活用
などによっての、ロシアのみならず中国（含中央
アジア、朝鮮半島）、モンゴル地域を含む現地ホッ
トニュースからなる 「東北アジア通信」 （隔月刊）

事務局

として発行することが決定さ れました。

また、会員皆様のご意見等を載せ得る紙面は現
在‘‘会員の広場”だけなので広げてほしいとか、
センターの各研究者の具体的な内容を もっと詳 し
く知りたいなどとの要望もあるため、会員ニュー
ズレターである本誌 「うしとら」＊3) に関しても今
後WGで検討改善を図って行くことになりました。

以上をお知らせ致しますと共に、皆様のご要望
を広く反映させた「東北アジア通信」、「うしとら」
とすべく、この機会に是非ご慮見ご提案等をお寄
せいただきたくお願い申し上けます。

く参考＞アンケート調査の回答例
一般会員を対象に記述方式で'07年 3月実施

* 1)「シベリア通信」 ： ‘‘読みやすく、高度な内容のメル

マガは他に類を見ない。’'、‘'簡潔にまとめてある。”、“興味

深い情報を得る事ができる。’'、“シベリアがよく解り大変参

者になる。”、“新聞紙上で話題になる事項がロシアの内側か

らの情報で補強・補正でき重宝している。”

*2)今後取り上げて欲しい分野： “中国の周囲国への進出

状況"、“中国の環境技術、特に水処理"、“中国の知的財産

等の法制'’、“各国の生鮮食品翰出に関づる法制”、‘極東の

構報も欲しい"、“束北アジア各国の鉱物資源”、“各国の、

政治・経済・社会・文化・教育の動向の特集記事＂

* 3)「うしとら」 ： “読みやすい。”、‘'会員の広瘍はほほ

えましい。’'、“会羮の広場の執筆経験から、もっと広いスペ

ースが欲しい。” “会員の出番紙面を増やして欲しい。'’ ‘‘ 学

内の情報交換、同窓会的な情報交換の場のように感じられ

る。学外の読者からも興昧を持たれるような研究者の情報

の紹介の仕方を考えるべき。”、 “p.2~ p.7にも懇話会のトピ

ックスが入っていると、よりセンターとの繋がりが深まる。"

（文責；岩山健三）

4月から、本会理事長（東北アジア研究センター長） として佐藤源之教授が就任されました。本会は11年目に

入り、 「シベ リア通信」を「東北アジア通信」へと対象地域を拡大するなど、有益な情報発信に関し改善を加えつ

つあります。会員の皆様の声もお聞かせ下さい。 （工藤純一）

《ぅLとら 》 （東北アジア学術交流懇話会ニューズレター）第 40号
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